
～ 地域協議会における会議の心得 ５か条 ～ 

その 1 自分以外の人の考えも聞きましょう（自分ばかり話さない） 

その 2 発言は簡潔にしましょう（だらだら話さない） 

その 3 建設的な話し合いをしましょう（頭から否定しない） 

その 4 話し合いやすい雰囲気を大切にしましょう（相手を責めない） 

その 5 個人の意見は平等に扱いましょう（一人の強い意見に偏らない） 

令和 8 年度 第 3 回新道区地域協議会 

次第 

 

日時：令和 8 年 6 月 23 日(火)18:00～ 

会場：新道地区公民館 多目的ホール 

 

1 開会 

 

 

2 議題 

⑴ 自主的な審議 

・花でつながるシン・道 

 

 

3 その他 

⑴ 次回開催日程について 

日  時：令和  年  月  日（  ）   時  分～  

会  場：                         

内  容：                         

 

⑵ その他 

 

 

4 閉会 

 

〔資料・配布物〕 

・次第 

・資料 1-1 「花でつながるシン・道」 提案書（案） 

・資料 1-2 地域協議会で把握している新道区の身近な植栽活動一覧 

・資料２  取組の提案先団体一覧 

・資料３   地域協議会で把握している新道区の植栽団体一覧 

・参考資料１自主的な審議のスケジュールと進捗状況 

・参考資料２新道地区内における植栽活動に関する説明会の開催について（案） 

 



「花でつながるシン・道」 提案書（案） 

1 提案の趣旨 

新道区の課題を整理する中で、「道」からみた地域課題として、地域間交流の促

進や地域の一体感を育むことが挙げられた。新道区で盛んに実施されている植栽活

動をいかし、花のつながりから、人と地域の新しい「つながり＝道」を生み出すこ

とで課題の解決を目指す。 

 

2 現状と課題 

⑴ 現状 ・南北間のアクセスが悪いことや 2つの小学校区の交流が少ないため、

地域内の交流が希薄になっている。 

・新道地区内には様々な景観があり、地区内から見える山々等の眺望が

よい。 

・町内会、市民活動団体、企業などがそれぞれ植栽活動を行っており、

地域が花で彩られている。 

⑵ 課題 ・地域間交流の促進 

・地域の一体感の醸成 

 

3 基本的な考え方 

本提案では、新規事業の実施ではなく、既存活動の連携・発展を基本とし、次の

方針に基づき実施する。 

・地域ごとに異なる課題から共通点を見つける、既存の団体･活動をいかす。 

・地域全体で統一感のある取組とする。 

・既存団体の連携・交流・支援を図る。 

 

4 提案内容 

⑴ 課題の解決策 

既存の植栽活動をいかし､花の色を揃え､地区全体に統一感ある景観をつくる。 

⑵ 統一事項 

植栽する花の色の一部を新道区の元気さを象徴する色として｢オレンジ｣にする｡ 

※花の種類や植え方は問わない。 

⑶ 実施方法 

・各団体の既存活動は継続し、地域全体の事業として位置付ける。 

・安全性及び管理負担を考慮し、既存活動の時期及び場所で実施する。 

・本取組への参加は任意とし､実施内容や規模については各団体の判断による｡ 

⑷ 実施スケジュール 

時期 内容 

令和 8 年 7 月 地域協議会による関係団体への趣旨説明 

令和 8 年 12 月 各団体が次年度事業計画に反映（市の補助金を活用する場合） 

令和 9 年 2 月 地域協議会の取組・提案を地域全体に周知 

令和 9 年 4 月 事業開始 

令和8年度第3回新道区地域協議会
令和8年6月23日

2議題（1）自主的な審議
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⑸ 費用について 

・既存活動の範囲内で行うことを基本とする。 

・新たな費用が必要な場合は、市の協働・共創まちづくり補助金（仮）を活用

する。 

⑹ 周知方法 

・町内会回覧・配布 

・地域協議会だより等の広報媒体 

・各団体による SNS・イベント等での発信 

⑺ 役割分担 

 主な役割 

地域協議会 趣旨説明、全体調整、活動一覧の作成、広報 

町内会 回覧等による周知 

活動団体 植栽活動の実施 

協力団体 活動参加・協力 

個人 任意による参加 

市(事務局) 情報発信、支援 

⑻ ひと工夫することで、より地域に一体感が出る取組 

・既 存 団 体：団体の情報共有及び周知 

・学校､保育園：学習活動や地域参加 

・公 民 館：関連講座の実施 

・個    人：プランターや一輪挿しの設置、景観演出（灯り等による装飾） 

 

5 期待される効果 

・地域協議会だより等を通じて団体の活動が地域に周知され、団体に対する地域

の認知度が向上する。 

・団体情報を一覧化することで活動内容が共有され、団体間の交流につながる。 

・花の色を揃えることで、地域に一体感が生まれ、団体の活動が人の目に触れや

すくなる。 

 

6 問い合わせ先 

新道区地域協議会／事務局 

連絡先：新道区地域協議会委員／中部まちづくりセンター 
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植栽活動の実施団体 主な花

①子安町内会 ポーチュラカ

②子安新田町内会 マリーゴールド

③鴨島1丁目町内会 ニチニチソウ

④稲田1丁目町内会 マリーゴールド

⑤上島町内会､中々村新田町内会(上中保全会) マリーゴールド

⑥富岡町内会（富岡長生会） アジサイ

⑦富岡町内会（資源保全委員会） コスモス

⑧新道地区活性化委員会 マリーゴールド

⑨稲田むすぶプロジェクト ニチニチソウ

⑩稲田橋公園花いっぱい実行委員会 マリーゴールド

⑪お諏訪さんの大ケヤキ保存会 ケヤキ

地域協議会が把握している
身近な植栽活動一覧

地域協議会が把握している
身近な植栽活動一覧

5

1

1

1

11
8

⑧子安保育園

⑨中央橋

②やすらぎ公園

②三角公園 ④みやのした公園

⑩稲田橋公園

⑧上越総合病院

⑧富岡保育園

⑥中部GB場～富岡小

⑧新道地区公民館

⑤上島地内

⑤中々村新田地内

⑧稲田保育園

⑧中央病院

①池之原公園

③鴨島1丁目交差点

③鴨島1丁目会館前

③ふれあい公園

③おおぞら公園①R18脇花壇

①中通公園

令和8年度第3回新道区地域協議会
令和8年6月23日
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2月 第6回 新道区の強み･弱みの抽出 歴史文化､産業(農業･工業･商業)

3月 第7回 新道区の強み･弱みの抽出 健康･福祉､子育て･教育､安全･安心

4月 第1回 新道区の強み･弱みの抽出 環境､都市基盤､情報･制度､コミュニティ

5月 第2回 -

6月 第3回 審議の方向性の整理

7月 第4回 「道」についての強み・弱みの抽出　ドライバー目線

8月 第5回 「道」についての強み・弱みの抽出　歩行者目線

9月 第6回 「道」からみえる課題の解決策の検討

10月 第7回 「道」からみえる課題の解決策の検討

11月 第8回 課題の解決策の整理、解決策の方針等決定

12月 第9回 具体的な解決策の検討 ① 地域の声を聞くⅠ　新道地区公民館

1月 第10回 具体的な解決策の検討 ② 地域の声を聞くⅡ　新道地区活性化委員会

2月 第11回 具体的な解決策の検討、テーマの方向性の検討 ③ 地域の声を聞くⅢ　稲田むすぶプロジェクト

3月 第12回 仮の審議テーマの決定、具体的な解決策の協議

4月 第1回 具体的な解決策の協議、現状の確認等

5月 第2回 解決策の骨子決定、審議テーマの決定
地域自治の推進に向けた今後の方
策案について

6月 第3回 地域への提案内容の確認

7月 第4回 -
植栽活動に関する説明会
公の施設に関する担当課説明

8月 第5回 取組内容の協議 公の施設に関する担当課説明

9月 第6回 取組内容の協議

10月 第7回 取組内容の協議 公の施設に関する諮問

11月 第8回 取組内容の協議

12月 第9回 令和9年度事業提案

1月 第10回 取組内容の協議

2月 第11回 -

3月 第12回 -

4月

現地確認、必要に応じて意見交換

1月 事業の検証

2月 活動報告会

3月 -

1年目
(R6)

2年目
(R7)

地域協議会

課題の抽出・整理

課題協議

課題設定

目標

修正（6月）

「地域の声を聞く」

修正前（2月）

関係団体との打合せ

補助事業審査

令和9年度事業提案

補助事業審査

4年目
(R9)

5月
～
12月

補助事業審査

取組内容の協議

現地確認、必要に応じて意見交換

事業の検証

活動報告会

令和9年度予算確認

事業の実施
（関係団体による）

事業の実施（関係団体による）

新道区地域協議会　自主的な審議のスケジュールと進捗状況（令和８年６月時点）

その他

補助事業審査

研修

3年目
(R8)

関係団体との協議・調整

予算の提案に必要な事項の確認

令和9年度予算計上（事業提案）

関係団体との調整

（植栽活動に関する説明会）

取組内容の協議

地域への提案内容の協議

課題協議

スケジュールと進捗状況
開催時期

令和8年度第3回新道区地域協議会
令和8年6月23日
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（案） 

 令和 8 年 月 日 

 

新道地区植栽活動団体 各位 

 

新道区地域協議会 会長 船﨑 聡 

 

 

新道地区内における植栽活動に関する説明会の開催について（ご案内） 

 

平素は、地域協議会の活動にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

新道区地域協議会では、地域の課題を整理する中で、「道」からみた地域課題として、

地域間交流の促進や地域の一体感を育むことが意見に挙がりました。 

そこで、新道地区で盛んに実施されている植栽活動をいかし、花のつながりから、人

と地域の新しい「つながり＝道」を生み出すことで、課題の解決につながるのではない

かと考え、「花でつながるシン・道
ドウ

」をテーマに掲げ、協議を重ねてまいりました。 

協議の結果、課題の解決策が、「既存の植栽活動をいかし､花の色を揃え､地区全体に

統一感ある景観をつくる」という内容にまとまり、地域で活動している各団体のご協力

が必要であるとの結論に至りました。 

つきましては、ご多用のところ恐れ入りますが、下記のとおり、当協議会の提案内容

について説明させていただきたいので、ご出席くださいますようお願いいたします。 

 

記 

 

・開催概要 

 1 日 時  令和 8 年 7 月 28 日(火) 午後 6 時 30 分から 

 2 会 場  上越市市民プラザ 2 階 第 2 会議室 

 3 内 容  ・地域協議会の協議状況及び提案内容の説明 

・意見交換 など 

4 その他  ・団体の代表又は植栽の担当者のご出席をお願いいたします。 

・会場準備のため、出欠について、７月 21 日（火）までに事務局へ

FAX、電話又はメールでご連絡くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

新道区地域協議会事務局 

上越市地域政策課 中部まちづくりセンター 村山・渡邉 

〒943-8601 上越市木田 1-1-3 上越市役所木田第二庁舎 2階 

電話：025-526-1690 FAX：025-520-5852 

E-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

令和8年度第3回新道区地域協議会
令和8年6月23日
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（案） 

上越市中部まちづくりセンター 村山 行 

（FAX：025-520-5852  E-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp） 

報告期限 ７月 21 日（火） 

 

7/28 新道区内における植栽活動に関する説明会 

出欠報告 

 

出 席  ・  欠 席 

 

団 体 名  

出 席 者 役 職  

出 席 者 氏 名  

連 絡 先 電 話 番 号 （     ） 

 



 

取組の提案先団体一覧 

 団体 備考 

1 とよば町内会  

2 子安町内会 植栽活動 

3 子安新田町内会 植栽活動 

4 鴨島一丁目町内会※1 植栽活動、地域協議会会長 

5 鴨島二丁目町内会 地域協議会委員 

6 鴨島三丁目町内会  

7 稲田一丁目町内会 植栽活動 

8 稲田二丁目町内会  

9 稲田三丁目町内会  

10 稲田四丁目町内会  

11 下稲田町内会  

12 寺町内会※2  

13 大日町内会  

14 中田新田町内会  

15 

※3 

16 

上島町内会  

上中保全会 植栽活動 

中々村新田町内会  

17 平岡町内会  

18 南田屋新田町内会 地域協議会委員 

19 北田屋新田町内会  

20 大道福田町内会  

21 

※4 

富岡町内会  

富岡長生会 植栽活動 

資源保全会 植栽活動 

22 藤野新田町内会  

23 新道地区活性化委員会※2 植栽活動、会長は寺町内会長 

24 稲田むすぶプロジェクト 植栽活動 

25 稲田橋花いっぱい実行委員会※5 
植栽活動、会長同一 

26 お諏訪さんの大ケヤキ保存会※5 

・代表が同じ団体があるため、案内送付先は 23団体 

※1地域協議会長が鴨島 1丁目町内会長のため、鴨島 1丁目町内会は除く 

※2新道地区活性化委員会の会長と寺町内会長が同一のため同封して送付 

※3上中保全会は、上島及び中々村新田町内会に送付 

※4富岡長生会及び資源保全会は、富岡町内会に送付 

※5 稲田橋花いっぱい実行委員会及びお諏訪さんの大ケヤキ保存会は会長が同一の

ため同封して送付 

令和8年度第3回新道区地域協議会
令和8年6月23日

2議題（1）自主的な審議

資料№2



1 

地域協議会で把握している新道区の植栽団体一覧（R8.6現在） 

※地域協議会委員からの情報を基に、全町内会及び団体へ事務局が聞き取り 

実施団体 

①子安町内会 

 

【南部】 

②子安新田町内会 

 

【南部】 

③鴨島 1丁目町内会 

 

【南部】 

④稲田 1丁目町内会 

 

【中部】 

団体の構成 

子安町内会の住民 子安新田町内会の住民 鴨島 1丁目の住民 稲田 1丁目町内会の住民 

活動内容 

・公園の花壇に植栽 

・国道 18号線沿いの花壇に植栽 

・花壇、プランターに植栽 ・花壇に植栽 ・公園の花壇に植栽 

花・植物の種類 

・マリーゴールド 

・ポーチュラカ 

・ベゴニア 

・マリーゴールド 

・サルビア 

・日日草 

・日日草 

・ベゴニア 

・マリーゴールド 

・マリーゴールド 

・サルビア 

・チューリップ など 

当初実施年度 

平成 14年度 

- - - 

活動時期 

毎年 5月中旬～10月 毎年 5月下旬～10月下旬 毎年 5月下旬 毎年 4月～11月 

活動場所 

・池之原公園 

・中通公園 

・国道 18号子安交差点付近の花壇 

・三角公園（花壇） 

・やすらぎ公園（プランター） 

・ふれあい公園、おおぞら公園 

・町内会館 

・鴨島 1丁目交差点の花壇 

・みやのした公園 

参加者、対象者 

・植栽：町内会 

・管理：町内会 

・植栽：老人会主体 

・管理：町内会役員が順番で実施 

・鴨島 1丁目の住民 ・植栽：町内会 

・管理：町内会 

関係機関 

・高田河川国道事務所 

- - - 

その他 

・国道の植栽は国道事務所が花苗支給 

- 

・フラワーロード事業終了後、町内会とし

て実施 

・管理人が季節に合った花を適宜植栽して

いる。 

 

令和8年度第3回新道区地域協議会
令和8年6月23日
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実施団体 

⑤上島町内会、中々村新田町内会 

（上中保全会） 

【北部】 

⑥富岡町内会 

（富岡長生会） 

【北部】 

⑦富岡町内会 

（資源保全委員会） 

【北部】 

⑧新道地区活性化委員会 

 

【南部・中部・北部】 

団体の構成 

・上島町内会、中々村新田町内会 ・富岡町内会の高齢者 ・富岡町内会の住民 ・新道地区内の住民、団体 

活動内容 

・農道法面に植栽 ・道路脇のアジサイを管理（剪定） 

・周辺の草刈り（適宜） 

・農道にコスモスを播種 ・プランターに植栽し、地区内の主要施設

に設置 

花・植物の種類 

・マリーゴールド（黄） 

・ベゴニア（赤） 

・アジサイ ・コスモス ・マリーゴールド 

・日日草 

当初実施年度 - - - 

令和 6年度 

活動時期 

毎年 6月上旬～8月 毎年 8月 毎年 7月 毎年 5月～6月、9月 

活動場所 

・上島、中々村新田内の市道・農道の法面 ・中部ゲートボール場から富岡小学校の間 ・少年野球場西側の農道（国道 18号脇） ・南部:中央病院､子安保育園 

・中部:新道地区公民館､稲田保育園 

・北部:上越総合病院､富岡保育園 

参加者、対象者 

・植栽：町内会 

・管理：町内会 

・老人会 

・町内会 

・子供会 

・町内会 

・保全会 

・老人会 

・植栽：会の役員、ボランティア 

・管理：設置場所の協力やボランティア、

役員 

関係機関 - - - 

・保育園 

・町内会長協議会 

・各病院 

その他 

・多面的機能支払制度を活用 

・7年位前から実施 

・多面的機能支払制度を活用 ・多面的機能支払制度を活用 ・苗は高田農業高校から購入 

・ボランティアを町内会回覧で募集 

 

※令和 6年度～8年度 地域独自の予算事業

補助金活用 
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実施団体 

⑨稲田むすぶプロジェクト 

 

【中部】 

⑩稲田橋公園花いっぱい実行委員会 

 

【中部】 

⑪お諏訪さんの大ケヤキ保存会 

 

【中部】 

団体の構成 

・稲田小学校元ＰＴＡ有志 

・稲田小学校ＰＴＡ有志 

・稲田 1～4丁目、下稲田、寺の各町内会 稲田 4町内会（会長は 1丁目から選出） 

活動内容 

・花壇に植栽 ・花壇に植栽、花文字 ・肥料埋設 

・町内納涼会 

花・植物の種類 

・日日草（春） 

・ビオラ（秋） 

・マリーゴールド（黄） 

・日日草（白） 

・ベゴニア（赤） 

大ケヤキ（上越市指定文化財） 

当初実施年度 

令和 6年度 平成 13年度 平成 12年度 

活動時期 

毎年 6月、10月 毎年 6月 6月 ケヤキへの肥料埋設 

8月 大ケヤキまつり 

活動場所 

・中央橋の花壇 ・稲田橋公園 ・諏訪神社境内 

参加者、対象者 

・稲田小学校児童、保護者 

・城東中学校生徒 

・ボランティア など 

稲田 1･2･3･4丁目、下稲田、寺 

・管理委員：各町内会 

・植栽：各町内会、稲田小児童 

肥料埋設 

・稲田 4町内会長 

・氏子総代 

・稲田小 3年生 

大ケヤキまつり 

・稲田 1丁目町内会 

・2･3･4町内会 3役 

関係機関 

・高田河川国道事務所 

・上越地域振興局 

・稲田小学校、各保育園 

・高田河川国道事務所 

・上越市 

・稲田小学校 

- 

その他 

・ボランティアを町内会回覧､SNS等で募集 

 

※令和 6 年度～8 年度 地域独自の予算事業

補助金活用 

・花の苗と保険代は国道事務所から支給 

・町内会から補助金 

※H22,24,25,28年度 地域活動支援事業活用 
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地域協議会で把握している新道区の身近な植栽活動の実施団体一覧（R8.6現在） 

※地域協議会委員からの情報を基に、団体へ事務局が聞き取り 

協力団体 

高田河川国道事務所 小学校 

河川敷 国道 稲田 富岡 

関係植栽団体 

・稲田橋花いっぱい実

行委員会 

・子安町内会 ・稲田むすぶプロジェクト 

・稲田橋花いっぱい実行委員会 

・お諏訪さんの大ケヤキ保存会 

なし 

実施内容 

（現状） 

・花苗等、植栽に関する材料の提供 

※役割分担…地域(団体):植栽、管理者(国):用具

等の支給、協力者(市):ごみ処理、

調整 

・総合学習として植栽活動に参加 

 以前から実施している 4年生の稲田橋と 3年生のお諏訪さんの活

動は､恒例行事として学校から地域に相談して取組んでいる｡ 

・イベントの周知 

なし 

上記以外の 

地域との活動 

・新道区内はなし ・敷地内の花壇の植栽は、地域の協力を得て、全校児童で管理 

・稲田むすぶフェスティバルに 6年生が総合学習として出店 

・地域との関わりはなし 

・学校行事として花壇に児童が植栽 

今後の協力の 

可能性 

・新規活動を希望する場合は、地域と市と高田河

川国道事務所の三者でボランティア・サポート・

プログラム協定を結ぶ。 

・活動規模によっては、対応に時間を要するため、

事前に相談が必要 

・授業として協力する場合、事前に相談が必要 

・児童へのイベントの周知の協力は可能 

・学校活動に影響のない範囲での協力は可能 

・地域と一緒に植栽をするだけでなく､花の管理と合わせてあいさ

つ運動を行うなど、地域との関わりが持てるような活動であれば

よい。 

・児童へのイベントの周知の協力は可能 

 

協力団体 

保育園 

新道地区公民館 

稲田 子安 富岡 なかよし にこにこ 

関係植栽団体 

・稲田むすぶプロジェクト 

・新道地区活性化委員会 

・新道地区活性

化委員会 

・稲田むすぶプロジェクト なし ・新道地区活性化委員会 

実施内容 

（現状） 

・植栽したプランターの管理 ・植栽したプランターの管理 なし ・植栽したプランターの管理 

上記以外の 

地域との活動 

なし ・地域との関わりはなし ・地域との関わりはなし ・「カレーでつながる！新道ふれあい広場」を参加者同士の交流と

多世代がつながるための新たな居場所づくりとして実施 

今後の協力の 

可能性 

・隙間時間にできる簡単な工作であれば協力可能 

・地域との触れ合いは、子供も喜ぶ 

・幼児や職員の負担にならない

ような作業であれば協力可能 

・幼児でもできるような作業で

あれば協力可能 

・事業の提案があれば、8月までに公民館主事に相談が必要 

・植栽に関連する事業の実施について、ニーズがあれば講師を探し

て実施することも可能 

 


